
第113回日本輸血・細胞治
療学会東北支部 総会



１．報告事項



報告事項１）本部動向

• 個人会員 5,853名、評議員284名（2018年3月31日）
• 受賞 平成30年度 村上記念 認定輸血検査技師奨励賞

岩木啓太先生（東北大学病院）
• 平成30年度新評議員（順不同）
佐藤伸二先生、鈴木啓二朗先生、及川伸治先生、佐々木大先生

• 今後の学術集会・秋季シンポジウム
• 第25回秋季シンポジウム(2018年10月20日、青森）立花直樹先生
• 第67回学術集会（2019年5月23～25日、熊本）米村雄士先生
• 第26回秋季シンポジウム（2019年11月16日、東京）小原明先生
• 第68回学術集会（2020年春、札幌）紀野修一先生

• 学会で注目している項目
• 血液製剤の使用指針、学会ガイドラインの改訂
• 輸血チーム医療ガイドライン



報告事項２）(1)総務報告
• 東北支部会員 618名（2018年8月30日現在）

• 医師96名、薬剤師22名、臨床検査技師214名、看護師270名
• 認定医31名、認定輸血検査技師104名、
学会認定・臨床輸血看護師232名、
学会認定・アフェレーシスナース30名

• 評議員 64名

• 共催・後援
• 青森県輸血療法懇話会
• 宮城県臨床輸血研究会、第42回自己血輸血研修会
• 青森県合同輸血療法委員会認定輸血看護師部会ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ、同輸
血療法基礎セミナー

• 第31回福島県輸血懇話会
• 共催・後援の申し込みは藤原先生、補助については北澤支部長に連絡



報告事項２）委員会報告
• (2)I&A推進委員会

• 輸血機能評価（旧I&A）
• 認証取得病院 19施設
• I&Aインスペクター 46名
• I&A視察員養成講習会

• (3)検査技師推進委員会
• 講習会開催

• (4)看護師推進委員会
• 委員会主催セミナー開催、本日45名ほどの参加。

• (5)情報委員会
• メーリングリストの保守など（5月に更新、次回は12月を予定）
• 東北支部ホームページを準備中

• (6)運営アドバイス委員会
• 追加発言なし



報告事項２）(7)東北支部評議員の退任

•福島県赤十字血液センター
一ノ渡 俊也 先生

•慶應義塾大学
斎藤 俊一 先生

•あきた東内科クリニック（前・中通総合病院）
山内 史朗 先生



報告事項３）次期、次々期例会

•第114回支部例会
2019年3月2日 山形市霞城セントラル
山形県赤十字血液センター 渡辺眞史 先生

•第115回支部例会
2019年8月31日
青森県赤十字血液センター 柴崎 至 先生



２．協議事項
規約第4章第13条

(略)評議員会で審議決定された事項を総会にて承
認を得る



協議事項１）支部規約の改訂

• 規約条文の附番の整理

• 第4章学術集会(例会)第12条
支部長と連絡の上→支部長と協議の上

• 第4章学術集会(例会)第13条
評議員会で 審議された事項を総会にて承認する→評議員会で
審議決定された事項を総会にて承認を得る

• 支部規約 附則２．本会規約は評議員会の議を経て総会の承認をもって改正することができる。



協議事項２）
東北支部体制



協議事項３）平成29年度優秀演題賞

•第111回日本輸血・細胞治療学会東北支部例会

一般演題「輸血実施手順の院内統一を目指した輸
血マニュアルの修正」

福島県立医科大学会津医療センター附属病院
蓮沼 瑞恵 氏



協議事項５）東北支部評議員推薦

•青森県立中央病院 看護部
塗谷 智子 氏

• 規約第3章第9条(1)評議員は本会の関係領域において貢献少なからざる人
を評議員が推薦し、評議員会、総会の議を経て支部長が委嘱する。



協議事項６）例会長推薦

•第116回支部例会（2020年春）
福島県立医科大学 K.E.Nollet教授



協議事項７）そのほか

•学生さんへの発表の機会
Student sessionなどの導入を考える
（規約上は支部例会では共同演者に会員が
含まれれば可能）
•看護師さん対象のメーリングリストの作成
（本部からの名簿により作成）
•東北6県の合同輸血療法委員会の集まり
（九州支部を参考にして）


